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調
査
は
水
中
メ
ガ
ネ
で
川
底

を
覗
き
、
た
も
網
で
捕
獲
し
て

１ 

                

三
段
滝
横
の
急
坂
を
登
り
切

っ
て
か
ら
二
百
㍍
ほ
ど
進
む
と

二
本
の
山
桜
が
淵
に
は
み
出

し
、
木
札
が
懸
か
る
。
丸
淵
で
あ

る
。
高
低
差
な
く
縁
の
岩
盤
に

降
り
ら
れ
、
休
憩
や
弁
当
を
広

げ
る
の
に
お
あ
つ
ら
え
向
き
で

あ
る
。
規
模
は
小
さ
い
が
対
岸

の
峭
壁
は
耶
源
、
淵
に
落
ち
る

１ 

          

同
定
、
ア
マ
ゴ
や
ア
ユ
は
目
視 

で
確
認
し
た
。
さ
ん
け
ん
か
ら

は
本
宮
芳
太
郎
君
を
中
心
に
参

加
し
、
調
査
の
手
法
を
学
ん
だ
。 

 

指
標
の
魚
を
イ
シ
ド
ジ
ョ

ウ
、
カ
ジ
カ
、
ア
カ
ザ
と
し
、
主

に
環
境
省
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
の
イ

シ
ド
ジ
ョ
ウ
の
分
布
を
探
っ

た
。
調
査
の
中
で
ス
ナ
ヤ
ツ
メ

が
発
見
さ
れ
、
一
九
五
六
年
以

来
の
確
認
と
な
っ
た
。 
 

 

 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
巣

穴
を
柴
木
第
一
発
電
所
―
長
淵

橋
間
で
調
べ
た
が
、
発
見
出
来

１ 

   

流
水
は
竜
ノ
口
、
岩
盤
は
石
樋

に
似
て
、
峡
内
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア

版
と
い
っ
た
感
じ
が
す
る
。 

   

熊
南
峰
は
「
一
帯
の
林
層
の

美
な
る
こ
と
は
峡
中
第
一
」
と

賛
し
、
岩
壁
下
の
え
ぐ
れ
た
様

子
を
「
奥
深
く
何
物
か
の
潜
め

１ 

  
 

     

な
か
っ
た
。
夏
季
休
暇
で
帰
郷
し

た
大
学
生
の
栗
栖
野
々
花
さ
ん

が
職
業
体
験
で
参
加
、
幼
体
を
見

つ
け
た
。
長
淵
上
流
に
集
ま
る
場

所
が
あ
る
と
の
住
民
情
報
を
聞

き
、
巣
穴
調
査
は
持
ち
越
し
た
。 

 

内
藤
さ
ん
は
「
完
璧
な
川
。
河

川
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る
貴
重

な
場
所
」
と
話
し
、
西
中
国
山
地

の
典
型
の
川
だ
と
評
価
し
た
。 

     

大
規
模
風
力
発
電
が
計
画
さ

れ
て
い
る
予
定
地
の
市
間
山
―

立
岩
山
間
を
八
月
一
日
、
立
岩
周

辺
の
植
生
に
詳
し
い
広
島
県
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
吉
野

１ 

   

る
を
想
わ
し
む
」
と
書
く
。
濁
っ

て
い
て
水
中
は
窺
い
知
れ
な
い
。 

 

八
幡
川
は
雨
後
で
な
く
て
も

常
に
少
し
濁
り
が
あ
る
。
南
峰
は

「
や
や
赤
色
を
帯
び
」
と
記
し
て

い
る
。
八
幡
湿
原
の
鉄
分
の
影
響

ら
し
い
。
一
九
五
七
年
の
樽
床
ダ

ム
完
成
後
か
ら
川
は
著
し
く
汚

濁
し
、
悪
臭
を
放
つ
ま
で
に
な
っ 

     

 
 

 
 

 
 

 

さ
ん
け
ん
が

新
事
業
と
し
て

企
画
し
て
い
る

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
（
沢

登
り
）
を
八
月

十
八
日
と
二
十

四
日
の
両
日
、

長
淵
―
姉
妹
滝

間
で
テ
ス
ト
実

施
し
た
。
探
勝

路
か
ら
は
見
ら

れ
な
い
三
段
峡

の
迫
力
を
伝
え

る
ツ
ア
ー
の
開

１ 

   

由
紀
夫
さ
ん
の
案
内
で
、
さ
ん
け

ん
会
員
ら
十
五
人
が
踏
査
し
た
。 

 

 

市
間
山
入
口
か
ら
急
峻
な
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
を
抜
け
、

ブ
ナ
の
二
次
林
を
歩
き
、
立
岩
山 

    

た
。
三
年
後
、「
台
無
し
〝
清
流

〟
の
三
段
峡
」
と
事
態
の
深
刻
さ

を
新
聞
が
報
道
し
た
の
を
機
に
、

改
善
策
が
研
究
さ
れ
た
。 

   

結
果
、
湖
底
近
く
の
水
を
昼
間

だ
け
流
し
て
い
た
の
を
、
表
層
水

の
終
日
放
流
に
変
更
し
た
。
八
年 

 

発
が
狙
い
。 

 

一
日
目
は
沢
登
り
の
ベ
テ
ラ

ン
で
さ
ん
け
ん
会
員
の
大
田
由

孝
さ
ん
が
指
導
し
、
本
宮
炎
理

事
長
と
本
宮
宏
美
事
務
局
長
が

挑
戦
。
コ
ー
ス
選
定
や
安
全
管

理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。 

 

二
日
目
は
小
林
久
哉
副
理
事

１ 

       

頂
ま
で
を
縦
走
し
た
。 

 

以
前
の
調
査
を
基
に
希
少
種

を
リ
ス
ト
化
し
て
い
る
吉
野
さ

ん
は
、「
立
岩
・
市
間
山
は
大
き

な
山
塊
な
の
で
、
貴
重
な
種
が

多
数
出
現
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
、
建
設
予
定
地
一
帯
の
重

要
性
を
指
摘
し
た
。 

    

間
の
調
査
で
水
質
、
生
物
相
の

回
復
が
確
認
さ
れ
た
。
三
段
峡

が
有
名
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
新
聞

が
採
り
上
げ
、
世
論
が
形
成
さ

れ
、
行
政
や
中
電
の
迅
速
な
対

応
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
。 

 

 

丸
淵
を
眺
め
る
。
長
居
す
る

ほ
ど
景
趣
も
味
わ
い
を
増
す
場

所
で
あ
る
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

長
の
ガ
イ
ド
で
、
ジ
ビ
エ
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
事
業
を
展
開
す
る
Ｆ
ｏ

ｒ
ｅ
ｍ
ａ
社
の
社
員
四
人
が
研

修
で
体
験
し
た
。
四
国
・
吉
野
川

の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
経
験

者
は
「
魅
力
的
な
ツ
ア
ー
に
な

る
」
と
太
鼓
判
を
押
し
た
。 

 

水
深
五
㍍
の
滝
壺
か
ら
見
上

げ
る
姉
妹
滝
と

竜
ノ
口
は
圧
巻
。

景
観
と
豊
富
な

水
量
は
他
に
は

な
い
資
源
、
来
年

の
ツ
ア
ー
販
売

を
め
ざ
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

     

今
年
か
ら
開
催
予
定
だ
っ
た

「
さ
ん
け
ん
自
然
塾
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

内
容
を
川
遊
び
体
験
と
Ｐ
Ｒ
動

画
の
撮
影
に
変
更
し
た
。 

 

自
然
塾
担
当
の
瀬
尾
淳
副
理

事
長
が
企
画
し
た
体
験
会
は
八

月
十
八
日
、
広
島
市
内
の
小
学
生

六
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
本

宮
芳
太
郎
君
が
先
生
役
に
な
っ

て
、
ゴ
リ
釣
り
や
川
歩
き
、
希
少

魚
類
を
探
し
て
楽
し
ん
だ
。 

 

七
月
末
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

で
シ
ナ
リ
オ
作
成
の
基
礎
を
学

ん
だ
動
画
作
成
メ
ン
バ
ー
が
八

月
二
十
九
日
、
シ
ナ
リ
オ
に
合
わ

せ
た
撮
影
を
し
た
。
今
後
、
追
加

撮
影
と
編
集
講
座
を
受
け
、
九
月 

        

    

「
未
来
に
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
基

金
」（
公
益
財
団
法
人
リ
パ
ブ
リ

ッ
ク
財
団
）
の
助
成
に
よ
る
ゴ
マ

シ
ジ
ミ
の
保
全
活
動
を
深
入
山

で
実
施
し
た
。
八
月
二
十
二
日
に

生
息
調
査
、
三
十
日
に
写
真
教
室

を
開
催
。
西
中
国
山
地
自
然
史
研

究
会
の
佐
久
間
智
子
さ
ん
が
深

入
山
の
草
原
の
特
徴
を
解
説
、
保

全
の
意
義
を
学
ん
だ
。
大
人
は
草

花
観
察
、
子
供
は
虫
を
採
集
し
、

専
門
家
が
同
定
し
た
。 

    

中
の
動
画
完
成
を
予
定
し
て
い

る
。
メ
ン
バ
ー
は
広
島
大
学
院

生
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち
ゅ
う
ご
く
、
さ
ん

け
ん
ス
タ
ッ
フ
の
八
人
。 

    

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
な
ど
が
設
立
し
た
Ｊ
―

Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
基
金
の
助
成
を
受
け

て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
地
域
観
光
」
に
つ
い
て
協

議
す
る
初
会
合
が
八
月
二
十
四

日
、
町
役
場
や
さ
ん
け
ん
、
町
内

事
業
者
ら
十
四
人
が
参
加
し
て

開
か
れ
た
。
今
後
、
町
の
観
光
や

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、
地
域
活
性
化

プ
ラ
ン
な
ど
を
話
し
合
う
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

だ
ろ
う
。 

大
雨
や
台
風
で
峡
内
に

被
害
が
出
る
の
は
常
。
加

え
て
感
染
症
が
気
掛
か

り
。
秋
が
予
測
で
き
な
い
。 

南
峰
と
歩
く 
 

㊲ 

丸
淵
（
ま
る
ぶ
ち
） 

■
世
論
が
行
政
動
か
す 

■
ダ
ム
で
清
流
台
無
し 

 

景
観
は
峡
内
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
感 

   

▼
例
年
以
上 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

七
月
は
長
梅
雨
、
八
月

は
一
転
猛
暑
。
長
淵
は
例

年
以
上
に
多
く
の
人
達
が

１ 
  

一口メモ 

涼
を
求
め
た
り
、
川
遊
び

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
賑
わ

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
プ
ー

ル
や
海
水
浴
場
が
閉
鎖
に

な
っ
た
影
響
も
あ
っ
た
の

１ 
 

 

 
 

   

 

環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
で
、「
太
田

川
水
族
館
」
の
著
者
で
あ
る
内
藤
順
一
さ
ん
の
指
導
を

受
け
て
八
月
の
四
日
間
、
長
淵
、
黒
淵
、
二
段
滝
、
三

段
滝
な
ど
峡
内
各
所
で
魚
類
な
ど
の
生
息
調
査
を
し

た
。
河
川
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
目
的
＝
写
真
。 

を
実
施
し
た
。 

    
市
間
山
―
立
岩
山
間
を
縦
走 

風
力
発
電
予
定
地
の
植
生
学
ぶ 

   
 

写
真 

「ふ
る
さ
と
基
金
」
事
業 

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
保
全
活
動 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の 

地
域
観
光
で
初
会
合 

峡内各所で魚類調査 

環
境
指
標
の
魚
種
を
探
る 

 
 
 

指
導
の
内
藤
さ
ん 

「完
璧
な
川 

貴
重
な
場
所
」 

 

さんけん 
自 然 塾 

川
遊
び
体
験
と
Ｐ
Ｒ
動
画
撮
影 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
影
響
で
内
容
変
更 

 

圧巻爽快 姉妹滝・竜ノ口 
沢登りツアー事業化へ テスト実施 

竜ノ口を見上げるツア
ー参加者 

https://sanken-/

